
土浦平和の会ニュース Ｎｏ．２５2   ２０１3 年 3 月          P1 
 
     私たちの活動や意見を平和委員会のなかま たちに伝えます 

私たちの会費が日本平和委員会と茨城県平和委員会の活動を支えています 

平和の会ニュース、平和かわら版（ＰＤＦ版）配信しています 
平和のなかまに伝えたいニュースやご意見を事務局にお寄せください ＦＡＸは 029-831-9122 

早い、確実に届くご希望の方はｅＭａｉｌアドレスご連絡ください 

 
 
 
                                          
 
 
 

3.1 ビキニデーが盛り上がりました。 
土浦でも募集しましたが、参加者がいませんでした。「すべての国が核兵器をなくすことに合意すれば北朝鮮に

も強く主張できる。日本政府がすべきことは国防軍を作ることでなく、核兵器をなくせと世界に訴えることです」

と参加した若者は語っていました。 

オスプレイが四国で訓練開始。 

オスプレイが、岩国を基地に四国の山地で訓練を行いました。FAX 一つの通知だけに地元の首長などが怒ってい

ます。全国で訓練を行うという予告のようです。沖縄だけの問題でなくなりました。安保条約が全国的な問題と

なってきました。破棄に向けて頑張りましょう。 

 

全国連絡会主催：東日本大震災復興と原発ゼロの実現をめざす

3.10 東京集会に 15 人で参加しました。 
 福島第一原発の事故から 2年になる 3月 10 日、日比谷公園に 5000 人が集まりました。夕方には国会前の集会

もあり延べ 4万人が集いました。 

 集会は 11 時から始まり、福島、宮城、岩手、茨城の被災地からの発言、反原連からの連帯挨拶、国会議員（志 

位共産党委員長）の挨拶があり、土浦から参加した 15人も、心を一つにしました。 

終了後、反原連の「原発ゼロ☆大行動」（野外音楽堂）に合流しました。そして、国会請願デモに参加しました。 

 政府は「収束」宣言を撤回せよ、原発再稼働は論外、原発と人類は共存できないと改めて心に刻みました。 
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参加者募集： 

３月 30 日（土）：Big 対談。村上達也村長＆小森陽一さん 
13:40～オープニングアクト（橋本実さん） 
会場: 東海文化センター（JR,東海駅徒歩 15 分、那珂インター15 分） 

 

「さよなら原発土浦地域連絡会」では 50 人乗りのバスで参加します。参加者大募集中 

2000 円（参加費、バス代） 

大勢で参加して、原発再稼働に反対の村上村長を励ましましょう。 
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「5・3 憲法フェステバル」が計画中 
 5 月 3 日（金）10：00～ 水戸・はなみずき公園 
憲法 9 条土浦の会講演会「アフガンからの報告」：ペシャワール会現地代表、中村哲（医師） 

5 月 26 日（日）14：00～ 土浦市民会館大ホール 入場料：大人 1000 円（当日 1300 円）高校生 300 円 
 

 
 活動ごよみ 

3/10 「さよなら原発土浦地域連絡会」東京集会 

3/12 平和の会理事会 
3/15 さよなら原発土浦地域連絡会（コープ 6時） 

3/30  Big 対談。村上達也村長 
＆小森陽一さん（東海文化ｾﾝﾀｰ） 

 

1945 年 5 月の東京大空襲の体験  岡田安正 
東京は第二次世界大戦末期に米軍によって、1944 年 11 月以来 106 回にわたって空襲を受けた。

中でも、1945 年 3 月 10 日の空襲は下町（台東区、葛飾区、江東区、足立区、江戸川区など）が徹

底的に襲撃され 10 万人以上が死亡した。焼夷弾攻撃という新戦術が本格的に導入された初めて

の空襲で木造家屋が多数密集する下町の市街地を、そこに散在する町工場もろとも焼き払う

ことにあった。はじめから、市民を狙ったもので、家族はバラバラとなり、両親を亡くした子

供たちが大勢出た。その子供たちは、戦争孤児と呼ばれたが、彼らにはそれからが戦争の始まりで

あった。 
東京大空襲はそれからも続いた、5 月 25 日には山の手（渋谷区、新宿区など）に大空襲があった。

私はその時 5 歳で渋谷区代々木八幡に、父母、姉、長兄、妹の 6 人で住んでいた。そこは高台で、

西側が広く見通せた。その日の夜中、空襲警報がなり起こされて西を見ると、すでに地平線が真っ

赤な火の海となって押し寄せてくるのがみえる。一家は代々木練兵場（当時、明治神宮の一角がそ

うなっていた。戦後はオリンピック村）のわきを通って逃げた。練兵場からは上空の B25 へ向けて

高射砲を打つが高度が届かずにヒュルルと落ちてくる。周りは、焼夷弾で家屋が燃え火の海になっ

ていた。大勢の人がぞろぞろと歩いて逃げていく、我が家も混ざって逃げた。 
いつの間にか、眠ってしまい起きたところは、新宿駅の広場だった。大勢の避難民が家族ごとに

寄り添って丸くなっていた。我が家は一人も欠かすことなく一晩中歩いてここにたどり着いたらし

い。 
家に戻ってみると家は丸焼けになっていた。池に放り込んだ鍋や、釜は、池の水が干上がってい

て、グニャグニャになってしまっていた。貴重品を埋めた防空壕も木のふたが燃えて中も燃えてし

まっていた。書斎の書籍がまだくすぶっていて風でページがめくられて飛んで行った。猛烈な火力

を思わせた。 
家族は千葉県八日市場に母の父を頼って疎開した。狭い浜辺の家につめ込んで寝た。父は東京に

戻り、母と兄弟たちはここで終戦までいた。 
 
「シリーズ私の体験」欄を始めます。読者の方の体験談をぜひ投稿してください。 

シリーズ私の体験（１） 


